
原
発
ゼ
ロ
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
を 

門
真
市
職
員
労
働
組
合 

執
行
委
員
長 

西
本
孝
雄 

福
島
第
一
原
発
事
故
か
ら
一
年
が
た
ち
ま
し
た
。
事
故
を
起
こ
し
た
原
子
炉
の
数
が
複
数
、
事
故
の
一
定
の
収
束
に
非
常
に
長
い

期
間
を
要
し
、
被
害
地
域
の
広
域
で
あ
る
こ
と
な
ど
被
害
の
状
況
は
世
界
的
歴
史
的
に
も
最
悪
の
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。「
原
発

ゼ
ロ 
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
」
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

 

 
 
 

 

   

最
悪
と
な
っ
た 

福
島
第
一
原
発
事
故 

放
射
能
と
は
、
放
射
線
を
出
す
能
力
で

あ
り
、
放
射
能
を
も
つ
物
質
の
こ
と
を
放

射
性
物
質
と
い
い
ま
す
。 

ベ
ク
レ
ル
と
い
う
単
位
は
放
射
能
の
量

を
表
す
単
位
。
一
秒
間
に
一
個
の
原
子
核

が
崩
壊
し
放
射
能
を
発
す
る
と
一
ベ
ク
レ

ル
で
す
。 

福
島
第
一
事
故
に
よ
る
放
射
能
の
放
出

量
は
莫
大
で
あ
り
、
原
子
力
安
全
・
保
安

院
の
発
表
で
は
一
京
五
千
兆
ベ
ク
レ
ル
と

さ
れ
て
い
ま
す
。 

広
島
原
爆
は
89
兆
ベ
ク
レ
ル
と
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
百
六
十
九
発
分
に
匹
敵
し

ま
す
。 

事
故
か
ら
出
て
く
る
放
射
性
物
質
に
は
、

原
爆
と
異
な
り
、
放
射
線
の
量
が
半
分
に

な
る
期
間―

半
減
期
が
長
い
核
種
が
多
く

含
ま
れ
て
い
ま
す
。 

一
年
後
の
放
射
能
は
、
原
爆
で
あ
れ
ば

千
分
の
一
に
ま
で
減
少
す
る
の
に
対
し
、

福
島
第
一
原
発
事
故
の
場
合
は
十
分
の
一

に
し
か
な
り
ま
せ
ん
。 

大
気
へ
の
放
射
性
物
質
は
、
事
故
直
後

の
数
日
間
は
、
毎
時
二
千
兆
ベ
ク
レ
ル
、

４
ヶ
月
以
上
過
ぎ
た
７
月
下
旬
～
８
月
上

旬
で
も
、
毎
時
２
億
ベ
ク
レ
ル
が
放
出
さ

れ
て
い
ま
す
。 

日
本
で
は
一
般
市
民
の
、
自
然
被
曝
と

医
療
被
曝
を
除
い
た
年
間
の
被
曝
量
の
限

度
は
一
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
で
規
制
さ
れ
て

い
ま
す
。
シ
ー
ベ
ル
ト
は
、
人
の
被
曝
量

を
表
す
単
位
で
す
。 

３
月
６
日
、
枚
方
労
連
等
が
主
催
の
放

射
線
量
現
地
測
定
に
私
は
参
加
し
て
き
ま

し
た
。 

枚
方
市
役
所
周
辺
を
測
定
す
る
と
（
毎

時
）
０
・
05
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
か
ら

（
毎
時
）
０
・
09
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト

で
し
た
。
一
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
は
一

ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
の
千
分
の
一
で
す
。 

年
間
の
被
爆
量
を
試
算
す
れ
ば
七
百
八
十

八
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
と
と
な
り
基
準

値
内
で
す
。
門
真
の
地

域
も
そ
う
変
わ
り
な

い
と
思
わ
れ
ま
す
。 

              

放射線測定として使ったのは、ガンマ線を測定

する「シンチレーション サーベイ メーター」 

 

年間被爆量限度基準１ミリシ－ベールトを毎時に直すと０．１１４

マイクロシーベルト。福島県のみならず、東日本の広範囲で年間被
爆許容量を超えることに。小出裕章「図説 原発のウソ」より 

 

 



 

「
原
発
は
コ
ス
ト
が
安
い
」

と
い
う
の
は
全
く
の
う
そ 

政
府
は
「
原
発
は
コ
ス
ト
が
安
い
」
と

宣
伝
し
て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
全
く
の

ウ
ソ
で
あ
り
、
原
発
の
コ
ス
ト
は
高
い
の

で
す
。 

 

政
府
の
発
表
す
る
発
電
コ
ス
ト
は
、
原

発
の
設
備
利
用
率
を
80
％
と
設
定
し
て

計
算
し
て
い
ま
す
が
、
80
％
を
越
え
た
の

は
一
九
八
五
～
二
〇
〇
〇
年
の
６
年
間
だ

け
で
す
。
福
島
原
発
事
故
以
来
、
原
発
設

備
利
用
率
は
大
き
く
落
ち
込
ん
で
お
り
、

そ
れ
だ
け
で
発
電
コ
ス
ト
は
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。 

発
電
コ
ス
ト
に
は
、
①
「
発
電
事
業
に

直
接
要
す
る
コ
ス
ト
」、
②
政
策
的
誘
導
を

行
う
場
合
の
追
加
コ
ス
ト「
政
策
コ
ス
ト
」

③
原
子
力
発
電
に
は
、
原
子
力
事
故
後
に

発
生
す
る
「
事
故
コ
ス
ト
」
④
核
燃
料
を

使
用
し
た
後
に
残
る
使
用
済
燃
料
の
処

理
・
処
分
を
す
る
コ
ス
ト
バ
ッ
ク
エ
ン
ド

コ
ス
ト
が
あ
り
ま
す
。 

②
の
「
政
策
コ
ス
ト
」
に
は
、
技
術
開

発
コ
ス
ト
と
立
地
対
策
コ
ス
ト
か
ら
な
り

ま
す
。 

技
術
開
発
コ
ス
ト
と
は
、
単
に
現
在
動

か
し
て
い
る
軽
水
炉
（
日
本
の
一
般
的
な

原
子
炉
）
に
か
か
わ
る
技
術
開
発
コ
ス
ト

だ
け
で
は
な
く
、
高
速
増
殖
炉
や
核
燃
料

サ
イ
ク
ル
技
術
の
コ
ス
ト
も
含
ま
れ
ま
す
。

 

立
地
対
策
コ
ス
ト
は
、
電
源
三
法
に
基

づ
く
電
源
立
地
地
域
に
対
す
る
交
付
金
が

中
心
の
巨
額
の
交
付
金
で
す
。 

こ
の
①
と
②
の
コ
ス
ト
を
立
命
館
大
学

教
授
の
大
島
賢
一
さ
ん
が
有
価
証
券
報
告

書
を
調
べ
て
試
算
し
た
の
が
左
の
と
お
り

で
す
。 

        

膨
大
な
バ
ッ
ク
エ
ン
ド
コ
ス
ト 

こ
の
コ
ス
ト
以
外
に
原
発
に
は
、
③
の

事
故
コ
ス
ト
、
④
の
バ
ッ
ク
エ
ン
ド
コ
ス

ト
が
加
わ
り
ま
す
。 

バ
ッ
ク
エ
ン
ド
と
は
、
原
発
の
後
始
末

で
す
。 

 

バ
ッ
ク
エ
ン
ド
コ
ス
ト
に
は
、
廃
炉
に
か

か
わ
る
コ
ス
ト
も
あ
り
ま
す
。 

  

政
府
に
よ
る
バ
ッ
ク
エ
ン
ド
コ
ス
ト
見

積
り
額
は
18
兆
８
千
億
円
に
も
達
し
ま

す
。 

 

し
か
し
、
こ
の
莫
大
な
額
も
、
①
見
積
も

り
以
外
に
膨
大
な
コ
ス
ト
が
あ
り
、
②
技

術
的
問
題
で
実
施
不
可
能
と
な
っ
て
い
る

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
処
分
や
再
処
理

工
場
が
実
施
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る

な
ど
の
問
題
も
あ
り
ま
す
。 

 

こ
の
バ
ッ
ク
エ
ン
ド
コ
ス
ト
は
す
で
に

支
払
い
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。 

電
気
料
金
の
原
価
に
追
加
さ
れ
て
お
り
、

二
〇
一
〇
年
度
実
績
で
二
四
四
五
億
円
、

廃
棄
物
処
分
で
六
九
七
億
円
で
す
。 

 

使
用
済
燃
料
の
処
理
・
処
分
に
は
、
二

つ
の
選
択
肢
が
あ
り
、
①
使
用
済
燃
料
を

直
接
処
分
す
る「
ワ
ン
ス
ル
ー
」方
式
と
、

②
使
用
済
燃
料
を
再
処
理
し
、
プ
ラ
ト
ニ

ウ
ム
を
取
り
出
し
て
、
使
用
済
燃
料
を
も

う
一
度
利
用
す
る 

「
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
」

方
式
と
が
あ
り
ま
す
。 

  

再
処
理
工
程
か
ら
は
、
高
レ
ベ
ル
放
射

性
廃
液
と
Ｔ
Ｒ
Ｕ
（
超
ウ
ラ
ン
元
素
）
廃

棄
物
が
発
生
し
ま
す
。
日
本
政
府
は
地
中

深
く
に
埋
設
す
る
方
針
で
、
安
全
に
な
る

ま
で
は
数
万
年
以
上
を
要
す
る
と
し
て
い

ま
す
。 

日
本
列
島
が
現
在
の
よ
う
な
形
に
な
っ

て
か
ら
ま
だ
三
万
年
程
度
で
す
か
ら
、
こ

の
廃
棄
物
の
安
全
性
が
確
保
で
き
る
の
か

疑
問
で
す
。 

          

映
画
「１
０
０
．
０
０
０

年
後
の
安
全
」 

昨
年
８
月
に
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

「
１
０
０
．
０
０
０
年
後
の
安
全
」
を
見

ま
し
た
。 

こ
の
映
画
は
、
原
子
力
か
ら
発
生
す
る

放
射
性
廃
棄
物
の
処
分
が
不
可
能
で
あ
る

こ
と
を
警
告
し
て
い
ま
し
た
。 

「
人
類
は
『
火
』」
を
発
見
し
て
、
こ
の

力
で
世
界
を
支
配
し
た
。
人
類
は
『
新
た

な
火
（=

原
子
力
）』
を
発
見
し
た
。
そ
の

火
は
巨
大
な
力
が
あ
っ
た
。
し
か
し
人
類

は
そ
の
火
を
消
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た

…

」 

発電の実際のコスト（１９７０～２０１０年度平均） 
（単位： 円／キロワット時） 
 

 発電に直

接要する

コスト 

政策コスト 

合計 研究開発

コスト 
立地対策

コスト 

原子力 8.53 1.46 0.26 10.25 
火  力 9.87 0.01 0.03 9.91 
水  力 7.09 0.08 0.02 7.19 

大島堅一「原発のコストーエネルギー転換への視点」より 

 

小出裕章「図説 原発のウソ」より 

 



 

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
オ
ル
キ
オ
ト
島
の
安

定
し
た
地
層
の
深
さ
五
百
メ
ー
ト
ル
の
地

点
に
、
放
射
性
廃
棄
物
を
１０
万
年
間
保
持

す
る
永
久
処
分
施
設
を
決
定
し
、
現
在
建

設
中
で
、
こ
の
施
設
を
実
際
に
撮
影
し
た

映
画
で
す
。 

１０
万
年
間
保
持
す
る
永
久
処
分
施
設

を
つ
く
る
の
は
、
放
射
性
廃
棄
物
が
放
射

線
を
発
し
な
く
な
る
の
は
１０
万
年
か
か

る
か
ら
で
す
。 

１０
万
年
前
と
い
う
の
は
、
現
在
の
人
類

が
、
ア
フ
リ
カ
で
誕
生
し
た
、
想
像
も
で

き
な
い
大
昔
で
す
。 

こ
の
映
画
は
「
１０
万
年
後
、
そ
こ
に
暮

ら
す
人
々
に
、
放
射
性
廃
棄
物
の
埋
蔵
場

所
の
危
険
性
を
確
実
に
警
告
で
き
る
方
法

は
あ
る
の
か
？
」と
問
い
か
け
て
い
ま
す
。 

核
燃
料
サ
イ
ク
ル
の
破
綻 

  

危
険
な
原
発
を
推
進
す
る
理
由
に
「
化

石
燃
料
（
石
油
）
が
渇
水
す
る
か
ら
」
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
、 

 

原
子
力
の
燃
料
で
あ
る
ウ
ラ
ン
は
、
利

用
で
き
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
換
算
で
石
油
の
数

分
の
１
、
石
炭
の
数
十
分
の
１
し
か
、
地

球
上
に
存
在
し
ま
せ
ん
。
ウ
ラ
ン
は
石
油

よ
り
も
先
に
「
寿
命
」
が
尽
き
て
し
ま
う

の
は
明
ら
か
で
す
。 

 

天
然
ウ
ラ
ン
に
は
「
燃
え
る
ウ
ラ
ン
」

（
ウ
ラ
ン
全
体
の
０
．
７
％
だ
け
）
と
「
燃

え
な
い
ウ
ラ
ン
」（
ウ
ラ
ン
全
体
の
９
９
．

３
％
）
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
「
燃

え
な
い
ウ
ラ
ン
」
を
プ
ラ
ト
ニ
ウ
ム
に
換

え
て
利
用
す
る
の
が
、
高
速
循
環
炉
を
中

心
と
す
る
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
計
画
で
す
。 

●
六
ヶ
所
村
再
処
理
工
場
（青
森
県
） 

 

原
子
力
発
電
所
が
生
み
出
す
使
用
済
み

核
燃
料
か
ら
ウ
ラ
ン
と
プ
ラ
ト
ニ
ウ
ム
を

取
り
出
す
作
業
を
お
こ
な
う
た
め
、
青
森

県
六
ヶ
所
村
に
再
処
理
工
場
が
あ
り
ま
す
。

 

し
か
し
、
事
故
や
ト
ラ
ブ
ル
で
本
格
的

な
操
業
の
め
ど
が
立
っ
て
い
ま
せ
ん
。
高

レ
ベ
ル
の
放
射
性
廃
棄
物
が
全
国
か
ら
一

年
間
に
約
八
百
ト
ン
集
め
ら
れ
、
あ
と
５

年
で
満
杯
に
な
り
ま
す
。 

 

●
高
速
増
殖
炉
「
も
ん
じ
ゅ
」（福
井
県

敦
賀
市
）  

 

高
速
増
殖
炉
は
、
ウ
ラ
ン
か
ら
プ
ル
ト

ニ
ウ
ム
を
効
率
的
に
作
り
出
す
た
め
の
特

殊
な
原
子
炉
で
す
。 

一
九
九
四
年
か
ら
動
か
し
始
め
た
が
、

そ
の
翌
年
か
ら
冷
却
材
の
ナ
ト
リ
ウ
ム
漏

れ
、
火
災
な
ど
で
度
重
な
る
事
故
で
休
止

中
で
す
。
こ
の
「
も
ん
じ
ゅ
」
に
す
で
に

一
兆
円
も
支
出
。
休
止
中
で
も
１
日
五
千

五
百
万
円
支
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

 

高
速
増
殖
炉
は
、
一
般
の
原
子
炉
と
違

っ
て
、
原
子
炉
を
冷
や
す
た
め
に
水
を
使

う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ナ
ト
リ
ウ
ム
で

冷
却
し
ま
す
。
ナ
ト
リ
ウ
ム
と
い
う
物
質

は
、「
水
に
触
れ
る
と
爆
発
す
る
」「
空
気

に
触
れ
る
と
火
災
を
起
こ
す
」
と
い
う
、

化
学
活
性
が
非
常
に
強
い
物
質
で
す
。 

 

そ
ん
な
危
険
な
も
の
で
原
子
炉
を
冷
や

し
な
が
ら
、
プ
ラ
ト
ニ
ウ
ム
を
つ
く
る
の

が
、
高
速
増
殖
炉
で
す
。 

 

地
震
が
起
き
て
配
管
が
大
き
く
破
れ
ば
、

大
火
災
。
水
を
か
け
て
冷
や
す
こ
と
も
で

き
ま
せ
ん
。
二
〇
〇
八
年
に
「
も
ん
じ
ゅ
」

直
下
に
活
断
層
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て

い
ま
す
。 

 

フ
ラ
ン
ス
・
ア
メ
リ
カ
・
イ
ギ
リ
ス
・

ド
イ
ツ
な
ど
各
国
は
こ
の
高
速
増
殖
炉
か

ら
撤
退
し
て
い
ま
す
。 

●
「プ
ル
サ
ー
マ
ル
計
画
」  

 

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
燃
料
と
す
る
高
速
増

殖
炉
が
す
ぐ
に
実
現
す
る
と
の
前
提
で
、

日
本
は
使
用
済
み
核
燃
料
の
再
処
理
を
イ

ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
に
委
託
し
て
、
４５
万

ト
ン
に
の
ぼ
る
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
分
離
し

て
、
た
め
込
ん
で
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
原
発
で
燃
や
す
の
が
、

「
プ
ル
サ
ー
マ
ル
計
画
」
で
す
。 

 

普
通
の
原
発
は
ウ
ラ
ン
を
燃
や
し
て
発

電
す
る
た
め
に
設
計
。
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を

燃
や
せ
ば
様
々
な
問
題
が
出
て
く
る
の
は

当
然
で
す
。 

 

政
府
と
電
力
会
社
は
、Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料（
ウ

ラ
ン
と
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
と
の
混
合
酸
化
物

燃
料
）
は
安
全
だ
と
説
明
し
て
い
ま
す
。

例
え
る
な
ら
ば
石
油
ス
ト
ー
ブ
に
ガ
ソ
リ

ン
を
混
ぜ
て
使
う
よ
う
な
も
の
で
、
大
変

危
険
で
す
。 

 

全
炉
心
に
燃
料
を
燃
や
す
た
め
の
世
界

初
の
フ
ル
Ｍ
Ｏ
Ｘ
原
発
が
大
間
原
発
（
青

森
県
大
間
町
）
で
す
。 

 

プ
ラ
ト
ニ
ウ
ム
は
ウ
ラ
ン
の
数
十
万
倍

の
毒
性
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
全

炉
心
に
も
つ
フ
ル
Ｍ
Ｏ
Ｘ
原
発
は
大
変
危

険
で
す
。 

 

高
速
増
殖
炉
を
中
心
と
し
た
核
燃
料
サ

イ
ク
ル
計
画
の
破
綻
に
よ
っ
て
プ
ル
ト
ニ

ウ
ム
が
大
量
に
余
り
、
そ
れ
を
消
費
す
る

た
め
に
さ
ら
に
危
険
な
原
発
を
建
て
て
い

小出裕章「図説 原発のウソ」より 

 



 

 

く
と
い
う「
悪
循
環
」に
な
っ
て
い
ま
す
。 

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー 

へ
の
普
及
に
向
け
て 

こ
の
よ
う
な
危
険
で
、
コ
ス
ト
の
か
か

る
原
発
か
ら
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
）
へ
の
転
換
を
お
こ
な
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。 

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
普
及
が
進
ん

で
い
な
い
た
め
、
そ
の
発
電
コ
ス
ト
は
現

在
、
高
い
の
は
事
実
で
す
。 

し
か
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
発

電
コ
ス
ト
は
、
い
つ
ま
で
も
高
い
わ
け
で

は
な
く
、
普
及
や
技
術
開
発
に
よ
っ
て
、

長
期
的
に
は
低
下
し
て
い
き
ま
す
。 

Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
（
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技

術
総
合
開
発
機

構
）
が
公
表
し
た

「
太
陽
光
発
電
ロ

ー
ド
マ
ッ
プ
」
に

よ
れ
ば
今
後
の
技

術
開
発
に
お
い
て
、

上
表
の
目
標
が
掲

げ
ら
れ
な
ど
、
コ

ス
ト
を
引
き
下
げ

る
こ
と
が
可
能
で

す
。 再

生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
普
及
し

て
い
く
た
め
の
政

策
と
し
て
、
固
定
価
格
買
取
制
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
っ

て
生
み
出
さ
れ
た
電
力
を
、
発
電
事
業
が

成
り
立
つ
よ
う
な
価
格
で
買
い
取
る
こ
と

を
電
力
会
社
に
義
務
付
け
る
政
策
で
す
。 

二
〇
一
一
年
八
月
に
日
本
に
お
い
て
も

「
電
気
事
業
者
に
よ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
電
気
の
調
達
に
関
す
る
特
別
措
置

法
」
が
制
定
さ
れ
、
固
定
価
格
買
取
制
が

法
制
化
さ
れ
ま
し
た
。
た
だ
し
、
買
取
価

格
水
準
に
つ
い
て
は
法
律
化
さ
れ
て
お
ら

ず
、
買
取
価
格
が
適
切
な
水
準
に
設
定
さ

れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

普
及
が
進
む
ド
イ
ツ
の
経
験 

 

ド
イ
ツ
は
福
島
第
一
原
発
事
故
後
す
ぐ

に
、
政
権
内
部
で
脱
原
発
の
議
論
を
開
始

し
、
昨
年
８
月
に
二
〇
二
二
年
ま
で
に
ド

イ
ツ
国
内
の
全
て
の
原
発
を
廃
止
す
る
と

い
う
政
策
を
閣
議
決
定
す
る
と
い
う
最
も

機
敏
な
脱
原
発
の
政
策
判
断
を
く
だ
し
ま

し
た
。 

ド
イ
ツ
は
、
固
定
価
格
買
取
制
を
早
く

か
ら
導
入
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

大
幅
普
及
に
成
功
し
ま
し
た
。 

 

雇
用
の
増
大
（
７
～
９
万
人
純
増
）、
温

室
効
果
ガ
ス
削
減
（
二
〇
〇
八
年
時
点
で

一
九
九
〇
年
比
で
22
・
４
％
削
減
）、
輸

入
資
源
（
化
石
燃
料
）
減
少
に
よ
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
安
全
保
障
の
確
立
な
ど
の
副
次
的

効
果
も
生
み
出
し
て
い
ま
す
。 

産
業
界
・電
力
会
社
の
懸
念 

固
定
価
格
買
取
制
に
よ
っ
て
、
買
取
費

用
が
賦
課
さ
れ
る
と
電
力
料
金
が
大
幅
に

上
が
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
産
業
界

の
懸
念
が
あ
り
ま
す
。 

確
か
に
、
固
定
価
格
買
取
制
を
導
入
す

れ
ば
、
買
取
料
金
が
賦
課
さ
れ
る
の
で
、

電
力
料
金
の
上
昇
圧
力
に
な
り
ま
す
。
し

か
し
、
電
気
料
金
に
つ
い
て
は
多
角
的
に

検
討
が
必
要
で
す
。 

 
石
油
や
石
炭
の
世
界
的
な
需
要
逼
迫
に

よ
る
資
源
高
の
ほ
う
が
、
固
定
価
格
買
取

制
よ
り
も
影
響
が
大
き
い
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
二
〇
二
〇
年
段
階
の
化
石
燃
料
費

の
上
昇
分
は
固
定
価
格
買
取
制
導
入
に
よ

る
上
昇
幅
の
二
倍
近
く
に
な
る
試
算
も
あ

り
ま
す
。 

 

さ
ら
に
、
電
気
料
金
に
は
、
原
子
力
に

か
か
わ
る
事
故
コ
ス
ト
や
バ
ッ
ク
エ
ン
ド

コ
ス
ト
な
ど
見
え
な
い
コ
ス
ト
が
か
か
っ

て
い
ま
す
。
脱
原
発
を
進
め
れ
ば
、
こ
の

コ
ス
ト
を
節
約
で
き
ま
す
。 

 

再
生
可
能
電
力
は
天
候
に
左
右
さ
れ
不

安
定
で
あ
る
た
め
、
系
統
（
送
電
シ
ス
テ

ム
）
に
影
響
を
与
え
、
電
気
の
質
が
下
が

る
と
い
う
電
力
会
社
の
懸
念
が
あ
り
ま
す
。

 

 

ド
イ
ツ
の
よ
う
に
20
％
近
い
電
力
が

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
っ
て
配
給
さ

れ
て
も
、
電
力
シ
ス
テ
ム
全
体
が
不
安
定

に
陥
る
と
い
っ
た
深
刻
な
問
題
が
生
じ
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

日
本
は
、
ド
イ
ツ
に
比
べ
て
20
年
以
上

遅
れ
て
い
ま
す
。
再
生
可
能
電
力
を
導
入

す
る
中
で
、
従
来
の
電
力
会
社
の
地
域
独

占
体
制
な
ど
系
統
の
あ
り
方
を
変
え
て
い

く
時
間
は
十
分
に
あ
り
ま
す
。 

時
限
を
切
っ
た
脱
原
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

作
成
す
べ
き
で
す
。 

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
可
能
量 

現
在
の
発
電
量
の
５
・７
倍 

日
本
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
原
子

力
（
二
〇
一
〇
年
三
月
末
時
点
で
四
八
八

五
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
）
を
は
る
か
に
上
回
る

だ
け
の
設
備
容
量
が
あ
り
ま
す
。 

太陽光発電コストの目標 

大島堅一「原発のコストーエネルギー転換への視点」より 

 

ドイツの再生可能エネルギー
による発電量 

大島堅一「原発のコストーエネルギー転換 

への視点」より 

 



脱原発のためのコストと便益の試算 
15年の期間で１年あたりの金額。2011年７・８月の実績の

ように節電で電力需要を 15％削減でき、電力の 20％を再生

可能エネルギーで供給すると仮定。 
 

【脱原発のためのコスト】 

①節電や再生可能エネルギーの普及が十分になるまで火力

発電による追加的な燃料費が発生。しかし、再生可能エネ

ルギーが増えるにつれ、火力発電による燃料費は減少 

   15 年間で平均年 5300億円 

②再生可能エネルギー導入にかかる追加的コスト 

 15年間で平均年１兆 4700億円 

合計 脱原発に要する費用 今後 15年間で平均年２兆円程度 
 

【脱原発の便益（脱原発によって回避されるコスト）】 
①原発を動かす費用の節約 

②原発による長期的に必要な再処理費用の節約 

③再処理から生み出される高レベル放射性廃棄物や TRU 廃

棄物の処理費用の節約 

④原子力政策推進の財政支出の節約 技術開発経費、地元懐

柔策として支出される電源三法交付金などの立地対策費 

合計 脱原発による便益 15年間で平均年 2兆 6400億円。  

 

 

 

環
境
省
の
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
導
入
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
（
自
然
条
件
・
社
会
条
件
を

考
慮
し
た
導
入
可
能
量
）
は
、
非
住
宅
系

の
太
陽
光
発
電
の
み
で
一
億
五
千
万
キ
ロ

ワ
ッ
ト
近
く
に
な
り
ま
す
。
最
も
大
き
い

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
持
つ
洋
上
風
力
を
み
る

と
十
六
億
キ
ロ
ワ
ッ
ト
も
存
在
し
ま
す
。 

 

太
陽
光
・
風
力
・
中
小
水
力
・
地
熱
発

電
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
総
発
電
量
は
五
兆
一
八
〇
〇
万

キ
ロ
ワ
ッ
ト
に
も
存
在
し
ま
す
。 

二
〇
一
〇
年
の
日
本
の
発
電
量
九
〇
七

四
億
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
５
・
７
倍
に
相
当
し

ま
す
。 

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

導
入
し
て
、
日
本
の
原
発

を
ゼ
ロ
に
し
て
も
、
充
分

な
発
電
量
が
あ
り
ま
す
。 

 

        

日
本
初
の
本
格
的
洋

上
風
力
発
電
所
、「
ウ
イ

ン
ド
・
パ
ワ
ー 

か
み
す
」 

(

茨
城
県
神
栖
市) 

 脱
原
発
の
便
益
は 

コ
ス
ト
を
上
回
る 

立
命
館
大
学
教
授
の
大
島
堅
一
さ
ん

が
著
書
の
「
原
発
の
コ
ス
ト
ー
エ
ネ
ル
ギ

ー
転
換
へ
の
視
点
」
で
脱
原
発
の
た
め
の

コ
ス
ト
と
便
益
の
試
算
を
お
こ
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
が
下
の
表
の
と
お
り
、
脱
原

発
の
便
益
は
コ
ス
ト
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
試
算
に
含
ま
れ
て
い
な
い
事
故
コ

ス
ト
や
バ
ッ
ク
エ
ン
ド
コ
ス
ト
を
考
え
れ

ば
、
脱
原
発
に
か
か
る
コ
ス
ト
よ
り
も
原

発
に
依
存
す
る
コ
ス
ト
の
ほ
う
が
大
き
い

の
は
明
ら
か
で
す
。 

原
発
ゼ
ロ
の
運
動
を 

政
府
は
、
福
島
第
一
原
発
事
故
の
原
因

を
明
ら
か
に
せ
ぬ
ま
ま
、
大
飯
原
発
の
再

稼
働
に
向
け
た
動
き
を
強
め
る
な
ど
、
原

発
に
固
執
し
て
い
ま
す
。 

二
度
と
悲
惨
な
原
発
事
故
を
繰
り
返
さ

な
い
た
め
に
、
住
民
の
命
と
安
全
を
守
る

自
治
体
労
働
者
と
し
て
門
真
市
職
労
も

「
原
発
ゼ
ロ
の
会
」と
と
も
に
、脱
原
発
、

原
発
ゼ
ロ
の
運
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。 
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